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○担当者からのメッセージ

　スポーツと観光、観光地との関係は近くて古いものがある。分かりやすい例を挙げると、

オリンピックやワールドカップといったメガ・スポーツイベントの開催により、交通、宿泊施

設などの観光関連インフラが急激に整備され、都市のイメージ・認知度が一気に高まるこ

とは、歴史的にわが国でも既に経験済みである。より身近な例でいえば、高原や砂浜といっ

た良質な自然環境のなかで行われるスポーツ（テニス、ゴルフ、スキー、ビーチスポーツ、

マリンスポーツなど）はリゾートの必須アイテムとして真っ先に整備されてきた。

　「スポーツ・ツーリズム」を地域活性化の視点で見ると、地域に適したスポーツ（地域の

自然環境、気候、立地、インフラ等の特性を最大限に活用できるスポーツ）を資源として、

その資源性が損なわれないよう保全しながら快適な環境を整備し、新たなスポーツ関連の

プログラム、イベント・大会を開発および展開して新たな魅力を創出することで、より多く

の顧客を獲得し、地域の活性化に寄与することを目指すものといえる。

　「スポーツに関する観光」という漠然とした認識、あるいは一過性の取り組みとしての認

識ではなく、スポーツ・ツーリズムの特徴を把握することによって、地域の活性化手法の一

つとしてのスポーツ・ツーリズム、あるいは中長期的な地域ビジョンの一つとしてのスポーツ・

ツーリズムとして検討することが重要である。
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1.  スポーツ・ツーリズムの定義付け

（図1）。

（図2）。

（図3）。

1 研究の目的と方法

2 研究結果の概要

出典：日本におけるスポーツ・ツーリズムの諸相（同志社大学ヘルス&スポーツサイエンスジャーナル2009　二宮浩彰）

図 1　スポーツ・ツーリズムの定義と分類の例①


